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１． 研究開発成果 
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２． 総合評価 

・優れている 
 
・本課題は、薬用植物栽培の新たな基礎を科学的見地に基づき形成する非常に野心的で他に

類を見ない独創的な研究である。 
 
・甘草、黄連などについて人工水耕栽培や培養苗の栽培等の新技術の可能性を示している

が、国内で具体的生産を想定した場合に本研究の技術の到達レベルがどの程度か不明であ

り、今後、実生産にどのように結びつくのか道筋を明確にすべきである。 
 

以上 


